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「元日ぐわんじつや神代かみよのことも思はるゝ」と守武もりたけの発句ほつくを見まして、演題えんだいを、七福神ふくじん詣まゐりとつけましたので御座ござります。まづ一陽やう来復らいふくして、明治三十一年一月ぐわつ一日じつの事で、下谷広小路したやひろこうぢを通とほる人の装束なりは、フロツクコートに黒の山高帽子やまたかばうしを戴いただき、玉柄ぎよくえのステツキを携たづさへ、仏蘭西製ふらんすせいの靴くつを履はき、ギシリ〳〵とやつて参まゐりハタと朋友ほういうに行逢ゆきあひまして、甲「イヨーお芽出めでたう、旧冬きゆうとうは何なにかと。乙「ヤお芽出めでたう存ぞんじます、相変あひかはらず、君きみは何所どこへ。甲「僕ぼくは七福神ふくじん詣まゐりに行ゆくんだ。乙「旧弊きゆうへいな事を言つてるね、七福神ふくじん詣まゐりといへば谷中やなかへ行ゆくんだらうが霜しもどけで大変たいへんな路みちだぜ。乙「なアに誰だれがあんな所へ行ゆくもんか、まア君きみ一緒いつしよに行ゆき給たまへ、何処どこぞで昼飯ひるめしを附合給つきあひたまへ。乙「そんなら此所こゝから遠くもないから御成道おなりみちの黒焼屋くろやきやの横町よこちやうさ。甲「解わかつた、松葉屋まつばやのお稲いねの妹いもうとの金次きんじが待合まちあひを出したと聞きましたが。乙「未まだ僕ぼくは家見舞いへみまひに行いかず、年玉としだまの義理ぎりをかけてさ。甲「好よし〳〵。と直すぐに松葉屋まつばやへ這入はいると、婢「入いらつしやい、お芽出めでたうございます、相変あひかはらず御贔屓ごひいきを願ひます、モシ、ちよいと御家内おかみさん、福富町ふくとみちやうの旦那だんなが。家内「おや、旦那だんな好よくお出いでなさいましたね、金吹町かねふきちやうさんまア好よく入いらつしやいましたね、今年ことしは元日ぐわんじつから縁起えんぎが好よい事ね。乙「時ときに昼飯ひるめしの支度したくをしてちよいと一杯ぱいおくれ。家内「松源まつげんか伊予紋いよもんへ申付まうしつけます、おや御両人様おふたりさんからお年玉としだまを有難ありがたうございます、只今たゞいま直すぐに、私わたしは元日ぐわんじつからふく〳〵です事よ。と下したへ降おりて行ゆく。乙「其その福々ふく〳〵で思ひ出したが、七福ふく廻まはりと云いふのは一体たい君きみは何処どこへ行ゆくんだ。甲「僕ぼくの七福ふく廻まはりといふのは豪商紳士がうしやうしんしの許もとを廻まはるのさ。乙「へ、へ──何処どこへ。甲「第だい一番ばんに大黒詣だいこくまゐりを先さきにするね、当時たうじ豪商紳士がうしやうしんしで大黒様だいこくさまと云いふべきは、渋沢栄一君しぶさはえいいちくんだらう。乙「なーる程ほど、にこやかで頬ほゝの膨ふくれてゐる所ところなんぞは大黒天だいこくてんの相さうがあります、それに深川ふかがはの福住町ふくずみちやうの本宅ほんたくは悉皆みな米倉こめぐらで取囲とりまいてあり、米俵こめだはらも積揚つみあげて在あるからですか。甲「そればツかりぢやアない、まア此この明治世界めいぢせかいにとつては尊たふとい御仁おひとさ、福分ふくぶんもあり、運うんもあるから開運出世大黒天かいうんしゆつせだいこくてんさ。乙「成程なるほど、子分こぶんの多人数たにんず在あるのは子槌こづちで、夫それから種々いろ〳〵の宝たからを振ふり出だしますが、兜町かぶとちやうのお宅たくへ往いつて見ると子宝こだからの多い事。甲「第だい一国立銀行こくりつぎんこうで大黒だいこくの縁えんは十分じふぶんに在あります。乙「そんなら蛭子えびすは何所どこだい。甲「馬越恭平君ばごしきやうへいくんさ。乙「へー何どう云いふ理由わけです。甲「ハテ恵比寿麦酒ゑびすびーるの会社長くわいしやちやうで、日本にほんで御用達ごようたしの発おこりは、蛭子ひるこの神かみが始めて神武天皇じんむてんのうへ戦争の時弓矢ゆみやと酒さけや兵糧ひやうろうを差上さしあげたのが、御用ごようを勤つとめたのが恵比須えびすの神かみであるからさ。乙「成程なるほど、そこで寿老神じゆらうじんは。甲「安田善次郎君やすだぜんじらうくんよ、茶があるからおつな頭巾づきんを冠かむつて、庭を杖つゑなどを突ついて歩いて居ゐる処ところは、恰まるで寿老人じゆらうじんの相さうがあります。乙「シテ福禄寿ふくろくじゆは。甲「ハテ品川しながはの益田孝君ますだかうくんさ、一夜やに頭あたまが三尺じやく延のびたといふが忽たちまち福ふくも禄ろくも益田君ますだくんと人のあたまに成なるとは実じつに見上みあげた仁ひとです、殊ことに大茶人だいちやじんで書巻しよくわんを愛してゐられます、先日せんじつ歳暮せいぼに参まゐつたら松まつと梅うめの地紋ぢもんのある蘆屋あしやの釜かまを竹自在たけじざいに吊つつて、交趾かうちの亀かめの香合かうがふで仁清にんせいの宝尽たからづくしの水指みづさしといふので一ぷく頂戴ちやうだいしました。乙「ダガ福禄寿ふくろくじゆには白鹿はくろくが側そばに居ゐなければなるまい。甲「折々をり〳〵話はなしかを呼びます。乙「成程なるほど、ダガ此度こんどはむづかしいぜ、毘沙門びしやもんは。甲「ハテ岩崎弥之助君いはさきやのすけくんです、何なんだつて日本銀行総裁にほんぎんかうさうさいといふのだから金きんの利りばかりも何どの位くらゐあがるか大層たいさうな事です、アノ御方おかたの槍やりでも突ついて立つた姿は、毘沙門天びしやもんてんの相さうもあります、使者つかひしめは百足むかでだと云いふから百足むかでが幾千疋いくせんびき居ゐるか知れねえから、金きんの足が何どの位くらゐあがるかしれねえとおもふのさ。乙「そこで布袋ほていさんは。甲「御存生ごぞんじやうなら川田かはだ小こ一郎らう君くんだね、腹はらの膨ふくれてゐる処ところから体格かつぷくと云ひ、ニコヤカなお容貌かほつきと云ひ、頸えりが二重ふタヘに成なつてゐる様子やうすはそつくりだね、何なにしろもう神かみになつちまつて仕しやうがない、目下もくかでは大倉おほくら喜き八郎らう君くんさ。乙「ウム何どう云いふ処ところで。甲「ハテ、愛嬌あいきやうもありなか〳〵大腹おほつぱらな仁ひとです、布袋和尚ほていをしやうに縁えんがあるのは住居すまゐが悉皆みな寺てらです、殊ことに彼程あれほどに成なるまでには、跣足はだしで流れ川を渡わたる様やうな危あやふい事も度々たび〳〵有あツたとさ、遊ぶ時には大袋おほぶくろを広ひろげる事もあり、芸妓げいぎも極ごくお酌しやくのから子供を多くお呼び被成なさるのがお好すきだとさ。乙「時に困るのは弁天べんてんでせう。甲「まア富貴楼ふつきらうのお倉くらさんかね、福分ふくぶんもあり、若い時には弁天べんてんと云いはれた位くらゐの別嬪べつぴんであつたとさ、宅たくは横浜よこはまの尾上町をのへちやうです、弁天通べんてんどほりと羽衣町はごろもちやうに近ちかいから、それに故人こじんの御亭主ごていしゆは亀かめさんと云いふからさ。乙「だツて紳士程しんしほど金満家きんまんかにもせよ、実じつは弁天べんてんも男子だんしに見立みたてたいのさ。と云いつて居ゐると背後うしろの襖ふすまを開あけて。浅「僕ぼくが弁天べんてんです、僕ぼくが弁天べんてんさ。甲「おや貴方あなたは浅田正文君あさだせいぶんくんではありませんか、シテ貴方あなたが何どういふ理由わけで。浅田「ハテ僕ぼくは池いけの端はたに居ゐるからぢや。
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